
 

 

 

１．長 崎 県 の 水 道 の 現 況 
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長 崎 県 の 水 道 
 

１．長崎県の概要   

   ①地 勢 

本県は九州の西北部に位置し、三方を海に囲まれた細長い地形をしており、北は玄界灘、西

は東シナ海、南は天草列島より有明海へ、東は陸続きに佐賀県に接している。 

全域的に平地が少なく、ほとんどの河川とも急勾配で延長が短く曲がりくねっており、保水

能力に乏しい。このため、洪水や渇水が起こりやすい地形となっている。 

   ②離島と半島 

本県で離島振興法の適用を受けている市町は８市２町、有人島数は 51、その面積は県全体の

37.5％、人口で 9.0％を占めている。 

また、本土部分の大半にあたる９市１町が半島振興法の適用を受けている半島地域であり、

その面積は、県全体の 34.5％、人口で 21.4％を占めている。 

   ③降雨の状況 

長崎市の平年降水量は、約 1,858 ㎜であり、大半は６月の梅雨期から９月の台風期の４ヶ月

に集中している。令和元年の降水量は約 1,788 ㎜で平年値の 96.2％で平年より少ない降水量で

あった。 

 

 

月間降水量（長崎地方気象台） (単位：mm)

年　別 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 年間降水量

平成６年 44.0 88.0 71.0 221.0 109.5 185.5 5.5 31.0 46.0 18.0 37.0 65.5 922.0

平成７年 60.5 38.5 86.5 162.5 142.5 309.5 292.5 83.5 269.0 47.5 42.5 9.5 1,544.5

平成１２年 84.0 49.0 99.0 79.5 147.5 258.0 113.5 209.5 171.5 113.0 194.0 42.0 1,560.5

平成１３年 94.0 96.0 42.5 94.0 50.0 244.0 280.5 99.0 191.5 221.5 78.0 67.5 1,558.5

平成１４年 78.5 49.0 101.5 192.5 183.5 152.0 232.5 208.5 64.5 132.5 133.5 85.5 1,614.0

平成１５年 75.0 42.5 81.0 241.5 115.5 264.0 243.0 283.5 120.0 13.0 166.0 33.0 1,678.0

平成１６年 40.0 81.5 109.0 158.0 321.0 86.0 82.5 133.0 273.0 187.0 35.0 112.0 1,618.0

平成１７年 64.0 113.0 133.0 131.0 144.0 54.5 309.5 186.5 100.5 24.0 54.5 58.5 1,373.0

平成１８年 59.5 127.0 94.5 278.0 389.5 368.0 482.5 447.0 100.5 25.5 114.5 48.5 2,535.0

平成１９年 31.0 105.5 113.5 116.5 185.5 101.0 350.0 100.5 83.0 160.5 27.5 89.5 1,464.0

平成２０年 144.5 60.5 111.0 119.0 214.5 441.0 100.0 126.0 280.0 27.5 111.0 105.0 1,840.0

平成２１年 56.5 156.0 181.0 102.5 101.5 305.0 414.5 74.0 51.0 150.0 140.5 68.5 1,801.0

平成２２年 61.5 119.0 160.5 211.0 231.5 364.0 214.0 110.5 140.0 108.5 31.0 146.0 1,897.5

平成２３年 8.5 35.5 61.0 81.0 211.5 788.5 162.5 335.5 118.0 124.0 214.0 29.0 2,169.0

平成２４年 24.0 136.0 187.5 144.0 52.5 637.0 222.5 118.5 212.5 108.5 168.0 124.5 2,135.5

平成２５年 37.5 148.5 91.5 148.5 126.0 224.0 10.5 198.5 160.0 249.5 210.5 78.5 1,683.5

平成２６年 30.0 106.0 154.5 114.0 113.5 226.5 417.5 483.0 159.5 129.5 61.0 138.5 2,133.5

平成２７年 119.0 40.0 182.0 248.5 168.5 456.5 310.0 412.5 180.0 59.0 112.5 103.5 2,392.0

平成２８年 96.5 77.0 82.0 208.0 287.5 620.0 178.5 34.5 311.0 207.0 107.0 84.0 2,293.0

平成２９年 63.0 92.5 68.5 216.0 119.5 172.5 223.5 246.5 204.5 279.5 59.0 33.5 1,778.5

平成３０年 71.5 87.5 185.0 155.0 147.0 276.5 381.5 45.0 232.5 52.0 63.0 124.5 1,821.0

令和元年 27.0 86.5 129.5 87.5 101.0 163.0 455.0 336.5 117.0 123.0 42.0 120.0 1,788.0

（平年降水量） 64.0 85.7 132.0 151.3 179.3 314.6 314.4 195.4 188.8 85.8 85.6 60.8 1,857.7

※平年降水量は昭和５６年から平成２２年までの30年間の平均値

 近年最大渇水データ

 過去２０年間データ
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２．水道の現況 
 

① 水道施設の状況 

  令和２年 3 月末における本県の水道施設は、専用水道を含め、全体で 222 ヶ所あり、うち上水

道は 22 ヶ所、簡易水道は 49 ヶ所（公営 39 ヶ所、組合営 10 ヶ所）となっている。 

  給水人口は約 1,298 千人で、平成 17 年度と比較すると約 144 千人減少しているが、水道普及

率は 0.6 ポイント増加し、98.8％となっている。 

  施設数別の市町数及び現在給水人口別施設数は次表のとおりで、この他に飲料水供給施設が 70

ヶ所あり、全体的に小規模施設が多い状況となっている。 

 

施設数別市町数 

（上水道及び簡易水道数） 

現在給水人口別施設数 

上  水  道 簡 易 水 道 

  1～ 3 ヶ所  16 市町 

   4～ 6 ヶ所   2 市 

   7～10 ヶ所   1 市 

  11～15 ヶ所   1 市 

  16 ヶ所以上   1 市 

 

  合 計     21 市町 

          1 万人未満  2 ヶ所 

   1 万～ 5 万人未満  16 ヶ所 

   5 万～10 万人未満  1 ヶ所 

  10 万～20 万人未満  1 ヶ所 

  20 万人以上         2 ヶ所 

 

  合 計        22 ヶ所 

          200人未満 20ヶ所 

   200～ 500 人未満 11 ヶ所 

   500～1,000人未満  6ヶ所 

 1,000～3,000 人未満 12 ヶ所 

 3,000 人以上      0 ヶ所 

 

 合  計           49 ヶ所 

 

  また、水道施設は老朽化が進んでおり、令和元年で上水道における水道管（総延長約 12,597km）

のうち、耐用年数（40 年）を超えた老朽管が、1,768km（約 14.0％）となり、早期の対策が必

要となっている。 

 

② 給水量の状況 

   令和元年度における１人１日最大給水量は、上水道で 435ℓ （前年 447ℓ ）、簡易水道で 463ℓ

（前年 486ℓ ）、また１人１日平均給水量は上水道で 357ℓ （前年 360ℓ ）、簡易水道で 337ℓ （前

年 342ℓ ）となっている。 

 

③ 有効率 

  令和２年 3 月末における上水道の有効率は、前年度より 0.2 ポイント高い 85.9％で、全国平均

の 92.4％（平成 30 年度末）を 6.5 ポイント下回っており、また、簡易水道の有効率も 78.6％と

低い状況にある。
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３．渇水の状況 
 

  本県は離島が多く、また本土においても安定した水源が少ないことから、渇水のたびに制限

給水が行われてきた。 

  前掲の月間降水量（長崎地方気象台）のとおり、平成 6 年は、7 月、8 月の降水量が平年比

の 10％前後と極端に少ない状態であり、その後も少雨が続き、年間の降水量が 922.0mm で平

年比の 47.4％までにしか達しなかった。少雨傾向は平成 7 年 3 月まで続き、県内各地で深刻

な渇水被害が発生し、ピーク時（平成 6 年 12 月）には県下 18 市町村で給水制限が実施され、

このときの影響は、人口約 77 万人であった。特に佐世保市においては、最大で 1 日約 21 時間

の制限給水まで及んだ。その対応として、県内 5 箇所（島原市、千々石町、東彼杵町（2 ヶ所）、

田平町）に緊急水源を確保し、特に渇水の状況が厳しかった 4 市町（長崎市、佐世保市、平戸

市、田平町）に送水を行った。 

  平成 17 年は、4 月以降少雨傾向となり、梅雨入り後の降水量も観測史上最低を記録するな

ど、県下全域で極端な少雨となったため、ダム等の貯水量が低下し、田植え時期とも重なった

ことで、一部の市町では河川等からの取水が制限されるなどの事態となった。特に、県北地域

は深刻で、佐世保市や平戸市では平成 7 年以来となる減圧給水が実施された。 

  平成 19 年の渇水の際は、8 月以降少雨傾向が続き、佐世保市や平戸市では減圧給水や河川

からの緊急取水が実施された。また大村市では萱瀬ダムからの 50％の取水制限の実施と併せ、

公共施設に節水コマを設置した。 
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（６）水道施設の現況

（７）県内総人口水道別内訳

実 績 １ 日 最 大
給 水 量
526,184㎥／日

専用水道
35,181㎥／日
(6.7%)

上水道 475,544㎥／日 (90.4%)

簡易水道
15,459㎥／日
(2.9%)

計 画 給 水 人 口
1 , 4 7 8 , 4 8 7人

現 在 給 水 人 口
1 , 3 1 0 , 2 2 6人

簡易水道
33,387人(2.5%)

専用水道
23,774人(1.8%)

上水道
22ヶ所
(9.9%)

専用水道 151ヶ所 (68.0%)
簡易水道
49ヶ所
(22.1%)

箇 所 数
2 2 2 ヶ 所

※専用水道の箇所数は自己水源のみ、受水のみ、併用全てを含んでいるが、人口並びに給水量には
自己水源のみの施設の数値を計上。なお給水量の数値は、施設能力㎥/日で算出。

上水道 1,357,308人(91.8%)

簡易水道
55,148人(3.7%)

専用水道
66,031人(4.5%)

計 画 １ 日 最 大
給 水 量
633,569㎥／日

専用水道
35,181㎥／日
(5.6%)

上水道 577,847㎥／日 (91.2%)

簡易水道
20,541㎥／日
(3.2%)

上水道 1,253,065人 (95.6%)

上水道 1,253,065 人 （95.4%）

簡易水道 33,387 人 （2.5%）

専用水道 11,704 人 （0.9%）

飲料水用供給施設 2,983 人 （0.2%）

未普及人口 12,398 人 （0.9%）

県内総人口

1,313,537人
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（８）実績年間給水量水道別内訳

（９）上水道年間有収水量用途別内訳

有収水量 126,548 千㎥

（83.8%）

無収水量 3,284 千㎥

（2.2%）

無効水量

21,249 千㎥

（14.1%）

上 水 道
151,081千㎥

有収水量 3,154 千㎥

（76.8%）

無収水量 74 千㎥

（1.8%）

無効水量 877 千㎥

（21.4%）

簡易水道
4,105千㎥

生活用 82,098 千㎥

（64.9%）

業務営業用 19,993 千㎥

（15.8%）

工場用 4,337 千㎥

（3.4%）

その他,分類不明

20,120 千㎥

（15.9%）

年間有収水量
126,548千㎥

注）①生活用…一般家庭用

②業務・営業用…官公署、学校、病院、事務所、営業、公衆
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（10）上水道給水費用

人 件 費 動 力 費 修 繕 費 薬 品 費 支 払 利 息 減 価 償 却 費 受 水 費 委 託 料 そ の 他 計

総費用(千円） 3,919,382 2,036,934 1,605,368 263,963 1,744,948 9,516,043 2,290 3,794,767 2,939,315 25,823,010

構成比(%) 15.2 7.9 6.2 1.0 6.8 36.9 0.0 14.7 11.4 100.0

（注）総費用（建設中を除く）＝経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費）－長期前受金戻入

令和元年度

人件費

15.2%

動力費

7.9%

修繕費

6.2%
薬品費

1.0%

支払利息

6.8%

減価償却費

36.9%

受水費

0.0%

委託料

14.7%

その他

11.4%

上水道給水費用の構成比

人件費 30.9円

動力費 16円

修繕費

12.6円

薬品費

2円
支払利息

13.7円

減価償却費

75円

受水費

0.0円

委託料

29.9円

その他 23.1円

上水道給水１㎥当たりの費用

総費用

25,823,010千円 給水原価

203.7円

- 13 -



1,595

1,840

1,632

0

22

1,309

1,149 400

2,040

2,380

1,676

0

20

2

6 6

62

3

1,531

2,380

2,250

1

0

42

49 71

1,149 1,430

2

1

0

8.5

87.3

4.2

2,040

0.0

100.0

1,996

1,996

1,6324 1,390 1,870

1,400

1,3703 1,8151,625

5 1,6251,815

- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



  


